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夕
食
交
流
会

作
文
実
技
講
座

記
念
講
演
が
行
わ

れ
た
開
会
全
体
会

ウ
ク
レ
レ
講
座

役
職

氏
　
　
名

役
職

氏
　
　
名

執　行
委員長

宮
城
　
　
登

東
部
　
　
　
巽
中

執行委員

松
宮
　
久
美

東
南
　
瓜
破
西
中

副執行委員長

前
垣
　
　
泉

南
大
阪
　
大
領
中

今
上
　
雅
義

西
大
阪
　
鷺
洲
小

竹
下
　
哲
生

東
南
　
喜
連
北
小

山
林
　
　
哲

城
北
　
す
み
れ
小

書記長

久
家
　
　
環

東
南
　
長
吉
出
戸
小

田
中
　
幸
惠

西
大
阪
　
島
屋
小

書記次長

覚
道
　
康
代

南
大
阪
　
天
下
茶
屋
小

会計監査

大
中
　
重
範

北
大
阪
　
西
三
国
小

馬
場
　
史
章

城
北
　
　
榎
並
小

図
書
　
啓
展

東
南
　
喜
連
北
小

会計委員

城
寿
　
美
香

港
　
　
　
　
三
先
小

市
本
ひ
と
み

城
北
　
　
聖
賢
小

諫
早
　
健
義

北
大
阪
　
瑞
光
中

特　　別
執行委員

舛
田
佳
代
子

城
北
　
　
鶴
見
小

執行委員

甲
〆
由
利
子

中
央
　
　
日
東
幼

小
林
　
　
優

北
大
阪
　
小
松
小

三
上
　
瑞
穂

北
大
阪
　
新
高
小

本
部
執
行
部

２
０
１
６
年
度

第
27
回
青
年
フ
ェ
ス

タ
が
２
月
13
日
、
14
日

に
開
か
れ
、
５
０
０
人

（
大
阪
市
教
58
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。
青
年

の
交
流
が
進
み
、
組
合

員
が
増
え
ま
し
た
。
大

阪
市
教
の
青
年
は
実
行

委
員
と
し
て
大
活
躍
。

レ
ポ
ー
ト
交
流
会
の
報

告
者
に
な
り
ま
し
た
。

先
輩
も
講
座
の
講
師
に

な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

〇
小
学
１
年
生
か
ら
作

成
で
き
る
簡
単
な
理
科

工
作
３
本
立
て
で
、
こ

ど
も
の
気
持
ち
に
な
っ

て
活
動
で
き
ま
し
た
。

始
め
に
先
生
が
、「
こ

の
よ
う
に
、
次
は
、」

と
工
作
の
説
明
を
進
め

る
に
つ
れ
て
、「
次
は

ど
う
な
る
の
？
」「
早

く
作
り
た
い
」
と
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。
ま

た
、
簡
単
な
作
り
な
の

で
、
で
き
な
い
こ
ど
も

が
少
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
も
予
想
で
き
ま

し
た
。
安
全
性
も
考
え

ら
れ
て
お
り
、
指
導
上

の
支
援
、
声
か
け
な
ど

も
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
最
近
、
小
学
校

で
も
理
科
専
科
の
先
生

が
増
え
、
学
級
担
任
し

て
い
る
と
理
科
を
教
え

る
機
会
が
減
っ
て
き
ま

し
た
。
わ
た
し
も
教
師

経
験
の
割
に
は
理
科
指

導
の
経
験
が
少
な
い
１

人
で
す
。
と
て
も
よ
い

機
会
に
な
り
ま
し

た
。
（
Ｏ
）

〇
小
学
校
高
学
年
の
レ

ポ
ー
タ
ー
発
表
で
は

〝
子
ど
も
が
本
音
を
話

せ
る
学
級
づ
く
り
〟
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
話
し
合
い

活
動
で
子
ど
も
た
ち
が

素
直
に
意
見
を
交
換
し

合
え
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
型
に
は
ま
っ
た
進

め
方
以
上
に
大
切
な
も

の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

た
。
ま
た
生
活
作
文
で

は
、
書
く
こ
と
の
す
ば

ら
し
さ
、
子
ど
も
た
ち

の
自
由
な
表
現
力
に
心

打
た
れ
た
。
ま
ず
は
先

生
で
あ
る
自
分
が
、
い

つ
で
も
子
ど
も
の
「
先

生
、
あ
の
ね
」
を
受
け

止
め
ら
れ
る
ゆ
と
り
を

忘
れ
ず
持
っ
て
い
た
い

と
思
う
。
（
Ｙ
）

〇
西
谷
さ
ん
の
講
演
で

は
、
取
材
映
像
か
ら
戦

争
の
悲
惨
な
実
態
、
テ

レ
ビ
報
道
の
真
実
が
。

報
道
は
、
Ｉ
Ｓ
は
危
険

集
団
だ
と
し
て
「
テ
ロ

と
の
闘
い
」
の
正
当
性

を
強
調
す
る
が
、
既
に

１
兆
円
の
戦
費
が
投
入

さ
れ
、
毎
日
、
１
０
０

人
単
位
で
命
が
奪
わ
れ

て
い
る
こ
と
、
Ｉ
Ｓ
が

台
頭
し
た
歴
史
的
背
景

を
客
観
的
に
論
じ
て
い

る
も
の
は
少
な
い
。

「
Ｉ
Ｓ
は
危
険
集
団
・

イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
テ
ロ

リ
ス
ト
」
の
刷
り
込
み

２
０
１
６
春
闘
宣
言
集
会

青年フェスタに500人
仲間が増えた！

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
こ
と
で
、
戦
争
が
継

続
さ
れ
、
軍
事
産
業
が

儲
か
る
。
権
力
側
に
都

合
が
い
い
よ
う
に
情
報

が
操
作
さ
れ
て
い
る

と
。
危
惧
す
べ
き
人
物

・
事
象
に
「
安
倍
首
相

・
橋
下
前
大
阪
市
長
・

原
発
・
戦
争
（
核
兵

器
）」
を
指
摘
。
テ
レ

ビ
は
安
倍
首
相
が
教
育

費
を
削
減
し
、
軍
事
費

を
増
大
さ
せ
た
こ
と
、

橋
下
氏
が
意
図
的
に
国

民
分
断
（
例
：
民
間
労

働
者vs

公
務
員
）
し
て

い
る
こ
と
を
報
じ
な

い
。
権
力
側
に
懸
案
事

項
が
あ
る
と
き
、
ど
う

で
も
い
い
情
報
を
流
し

続
け
る
。
政
府
は
国
民

の
目
を
福
島
原
発
事
故

か
ら
そ
ら
さ
せ
、
戦
争

参
加
す
る
国
づ
く
り
を

着
々
と
進
め
て
い
る
。

大
阪
市
内
２
０
１
６

春
闘
宣
言
集
会
が
２
月

25
日
、
住
ま
い
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
阪
労
連
・

大
阪
市
地
区
協
、
み
ど

う
す
じ
総
行
動
実
行
委

員
会
が
主
催
。
市
内
の

仲
間
が
会
場
い
っ
ぱ
い

に
集
ま
り
ま
し
た
。　

記
念
講
演
で
、
神
戸

女
学
院
の
石
川
康
宏
教

授
は
、
戦
争
法
廃
止
の

取
り
組
み
が
、
廃
止
す

る
取
り
組
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
立
憲
政
治
を
取

り
戻
す
、
歴
史
的
に
も

重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
を
強
調
。
運
動

を
進
め
る
た
め
に
、
個

人
の
発
信
力
（
知
性
）

を
鍛
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
、
い
ま
元
気

に
運
動
を
自
分
た
ち
の

言
葉
で
引
っ
張
っ
て
い

る
シ
ー
ル
ズ
の
若
者
た

ち
の
進
ん
だ
経
験
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

大
阪
市
教
は
、
本

部
、支
部
、分
会
が
参
加

し
、
全
体
の
司
会
に
青

年
が
活
躍
。
１
分
間
ス

ピ
ー
チ
で
も
、
ダ
ブ
ル

選
挙
で
の
青
年
の
頑
張

り
と
組
合
員
拡
大
を
報

告
し
集
会
参
加
者
を
励

ま
し
ま
し
た
。
最
後
、

恒
例
の
餅
ま
き
で
、
賑

や
か
に
盛
り
上
が
る
集

会
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
教
育
行
政
法
の

改
悪
で
設
置
さ
れ
た
市

長
と
教
育
委
員
に
よ
る

総
合
教
育
会
議
が
２
月

17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
教
育
振
興
基
本
計

画
に
つ
い
て
次
期
計
画

策
定
ま
で
現
行
計
画
を

延
長
し
、「
次
期
計
画

に
お
い
て
取
り
組
む
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
施
策

例
（
案
）」
と
し
「
大

阪
市
小
学
校
学
力
経
年

調
査
」
を
あ
げ
ま
し

た
。
小
学
校
３
・
４
・

５
・
６
学
年
を
対
象
と

し
、
教
科
に
関
す
る
調

査
（
国
・
社
・
算
・

理
）、
学
習
・
生
活
状

況
等
に
関
す
る
調
査
を

２
０
１
７
年
１
月
中
旬

に
実
施
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

目
的
と
し
て
「
組
織

的
か
つ
継
続
的
な
学
力

向
上
検
証
改
善
サ
イ
ク

ル
を
確
立
す
る
」「
各

学
校
の
課
題
に
応
じ
た

教
育
施
策
の
充
実
を
図

る
」
と
し
て
お
り
、
学

力
テ
ス
ト
の
点
数
で
学

校
・
子
ど
も
を
管
理

し
、
競
争
を
一
層
激
化

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

小
学
３・
４・５・
６
年
学
テ

市
長
　総
合
教
育
会
議
で
介
入

生
活
、権
利
、平
和
を
守
れ

そ
し
て
、
報
道
の
多
く

が
そ
れ
に
加
担
し
て
い

る
。
し
か
し
、
報
道
関

係
者
の
多
く
は
、「
真

実
を
伝
え
た
い
」
と
思

っ
て
い
る
は
ず
で
、
そ

の
意
地
を
、
深
夜
の
良

識
あ
る
番
組
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
も
。
そ

の
時
間
は
ス
ポ
ン
サ
ー

の
意
向
を
気
に
し
な
く

て
も
い
い
の
だ
ろ
う
。

学
習
を
深
め
、
真
実
の

情
報
を
獲
得
す
る
能
力

を
高
め
て
い
き
た

い
。
（
Ｂ
）

す
。高

校
入
試
制
度
の
改

悪
、
大
阪
府
チ
ャ
レ
ン

ジ
テ
ス
ト
、
大
阪
市
統

一
テ
ス
ト
に
よ
り
、

「
テ
ス
ト
の
点
数
が
す

べ
て
」
と
な
り
、
中
学

校
教
育
が
大
き
く
歪
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
小

学
校
３
年
生
か
ら
競
争

を
激
化
さ
せ
る
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

小
学
校
低
学
年
か
ら

の
英
語
教
育
の
推
進
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
業
を
引

き
続
き
重
点
的
に
取
り

組
む
と
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
向
上
：
職
責
に

応
じ
た
職
務
給
を
導

入
、
が
ん
ば
っ
て
い
る

教
員
が
よ
り
が
ん
ば
れ

る
制
度
を
構
築
（
大
森

教
育
委
員
長
は
２
０
１

３
年
に
校
長
に
は
教
諭

の
最
高
級
の
２
倍
、
教

頭
に
は
１
・
５
倍
、
採

用
後
10
年
で
昇
給
・
昇

格
頭
打
ち
、
賞
与
は
勤

務
評
定
に
基
づ
く
業
績

給
と
す
る
給
与
制
度
を

提
案
）、
③
公
設
民
営

の
手
法
に
よ
る
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
認
定
コ
ー
ス

を
持
つ
中
高
一
貫
校
の

開
設
を
上
げ
て
い
ま

す
。
振
興
計
画
の
問
題

を
広
く
市
民
に
知
ら

せ
、
給
与
制
度
は
提
出

し
た
要
求
書
で
交
渉
を

行
い
ま
す
。

　

青
年
フ
ェ
ス
タ
に

参
加
し
ま
し
た
。
今

年
も
と
て
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
！
分
科

会
で
は
ク
ラ
ス
作
り

（
高
学
年
）
に
参
加

し
て
、
学
級
会
の
進

め
方
や
作
文
を
通
し

て
子
ど
も
と
つ
な
が

る
方
法
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

夕
食
交
流
会
は
ゲ

ー
ム
や
イ
ベ
ン
ト
で

仲
間
と
笑
い
、
つ
な

が
り
、
楽
し
か
っ
た

で
す
。
そ
し
て
、
お

楽
し
み
の
温
泉
と
お

酒
。
日
頃
の
悩
み
や

グ
チ
を
語
っ
た
り
普

段
頑
張
っ
て
い
る
実

践
を
聞
い
た
り
し

て
、
疲
れ
や
ス
ト
レ

ス
が
吹
っ
飛
び
ま
し

た
！２

日
目
は
演
劇
の

実
技
に
参
加
し
、
台

本
の
作
り
方
や
台
詞

の
言
い
方
、
声
の
出

し
方
な
ど
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
ク
ラ
ス
で
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
帰
り
に
車
で
仲

間
と
「
今
年
も
、
も

う
終
わ
る
ね
ぇ
」
と

し
み
じ
み
。
学
べ

る
！
つ
な
が
る
！
青

年
フ
ェ
ス
タ
は
最
高

で
す
。
来
年
も
絶
対

行
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
４
月
23
日
に
新

歓
フ
ェ
ス
タ
が
あ
り

ま
す
。
新
任
や
講
師

の
方
を
誘
っ
て
学

び
、
つ
な
が
り
に
行

き
ま
し
ょ
う
！（
Ｋ
）

た
ん
ぽ
ぽ

　
　

だ
よ
り
３月

教育振興基本計画

市教協要求書（2月3日）

○英語イノベーション事業
○学校教育ＩＣＴ活用事業
○大阪市小学校学力経年調査
○幼児教育の質の向上
○学校適正配置
○人材育成（給与制度改革等）
○公設民営中高一貫校の開設

○�人事委報告「他都市との均衡」を考
慮し大阪市から人が逃げる状況を作
り出さないこと。
○�母性保護など現行府費教職員「制
度」を後退させないこと。
○�校長2倍、教頭1.5倍の給与、10
年で昇給停止等を行わないこと。
○勤務評定制度導入反対。

府市権限移譲に関する要求

　

学
校
教
育

の
質
の
向
上

と
し
て
、
①

学
校
適
正
配

置
（
区
担
当

教
育
次
長
で

あ
る
区
長
に

よ
る
学
校
統

廃
合
）、
②

人
材
育
成

（
給
与
制
度

改
革
等
）
‐




